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   EbcaddaAbcadda ))((1)()( 2   

0))((  bcadda のとき 01)()( 2  bcadda または OA  であるから 

 0 da のとき 0 da しかあり得ないので 01bc  1 cb  

 0 bcad のとき 01)( 2  da  1 da  0,1  da または 1,0  da  

 いずれにしても 0bc  0b または 0c  

 OA  のとき AA 3 は明らかである。 

 

0))((  bcadda のとき 01)()( 2  bcadda であり、 kEA  と書ける。 

AEkA  33  OEkkkEkk  )1)(1()( 3  適するのは 1,0k  

 

以上により、 cb, を任意の非負整数として 
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